
られ、現在北海道から沖縄まで全国で実施されてい

ます。徳島大学も2008年度から参画することになり、

アジアの留学生が徳島の企業に就職するための支援

教育コースー「アジア人財」コースが始まりました。

本コースは、２年間１週間に３コマで①「ビジネス

日本語教育」②『社会人基礎力』をつける「ビジネ

ス教育」③企業での「インターンシップ」が行われ

ます。「ビジネス教育」における講義やインターン

シップの受入等、従来の大学内での授業にとどまら

ず徳島の企業との連携も始まりました。

今年度徳島大学では、中国からの留学生４名（博士

課程２年生２名と修士課程１年生２名）および台湾

からの留学生（博士課程２年生）１名が申請の結果

本コースの学生として認定されました。

■

■
■

外国人留学生が日本企栗で就職する場合に必要とされる能力をPrOjectBaseC
Leaminq(ﾌ゙ ﾛｼ幼卜へ．_ｽ教育)で身につけるための教育です。

留学生センターニュース２００８．６．－１ Ｎｏ．１１

徳島大学では、2008年５月２２日から新たに「『アジア人財資金構想』高度実践留学生育成事業」（以下「アジ

ア人財コース」とする）が、スタートしました。アジアの相互理解の促進、優秀な留学生の獲得と日本企業で

の活躍、アジアと日本の架け橋となる人材育成、地元企業との連携等多くの目的を持ってこの事業は、2007年

に経済産業省と文部科学省の共催によって打ち立て

徳島大学

留学生センターニュース
６Ｎ。｡刑’６２００剛ぅーェ

h武p://ｗｗｗ・iscotokushima-u､ac抑／
発行：徳島大学留学生センター徳島県徳島市新蔵町2-24088-656-7491
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ﾘ高度実践留学生育成事業の概略

１．ビジネス白本語能力の装険
・細手との闘醒や規国に応じ函jWl方峰・愈岬1応､ﾉー ﾙ作威力・ジﾈｽ文蚕の園；･作成脆力伽銃凹.$識喜.禽圃香.礼伐
Ⅱ､ピシネス文化･知滋の理偏
・日牢での蕊冥目的の明磁化・企舞活画の風似休収・企蔑翼化や全衷を取り巷<罰代扇帆の唖１
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(四目牛産性本部ホームページより）

一
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ﾘ研修会
｢アジア人財コース講師研修会」が４月２４，２５日に徳島大学留学生センター（新蔵・日亜会館）で行われまし

た。本事業における「ビジネス日本語」の共通教育カリキュラム教材を作成した財団法人海外技術者協会（以

下ＡＯＴＳとする）と徳島大学との共催で、東京・名古屋・金沢・

福岡・沖縄など、各地からの日本語講師や関係者32名が集まり

ました。当日は、ＡＯＴＳ春原憲一郎日本語教育センター長によ

る「アジア人財資金構想のためのビジネス日本語カリキュラム

について｣、東京工業大学武井直紀教授による「PBL型ビジネス

日本語研修。授業の組み立て／授業の実際」・「教材のカスタマ

イズ」の講演や「地域対応のカスタマイズ教材を作ろう」のワ

ークショップが行われました。またＡＯＴＳより「評価ツール／

学習管理」の説明も行われました。参加者全員が真筆に取り組み、

活発な意見交換も行われ、有意義な２日間となりました。

グローバル人材としての能力を養成
〈日不と現地の比較対象能力》
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全学日本語コース

コース開講式

全学における留学生.研究生･研究者とその家族を対象とした週2コマで３ケ月のコースです｡クラスはレベル

別にＡ１からＤまであり､Ａ１からB2は｢みんなの日本語｜、Ⅱ」､Ｃ１は｢J－ブリッジ｣､Ｃ２は｢中級へ行こう｣を軸

に運用力をつけることを目的とします｡またＤは､テレビで放映されたものを教材として‘使用し､ディスカッ

ションやプレゼンテーション力をつけることも目的とします｡春期は､留学生が大学にも'慣れた５月１３日の週

から開始し､７月４週目まで行います。

アジア人財コースの開講式が５月２２日(木)１６時半から留学生センター

(新蔵､日亜会館2階)で行われました｡青野学長並びに四国経済産業局

能登靖地域経済部長､四国生産性本部合田武勝コーディネーターによ

る挨拶､細井留学生センター長による本プログラム概要説明後､第１期

生の5名が自己紹介のスピーチをしました｡当日は四国経済産業局､四

国生産性本部をはじめ学内からは副学長､事務局長､指導教員､留学生

センター教員等30名の出席がありました。

Ｉ

一ス案

Ｉ

ﾘ公開講座『国際交流ボランティア入門～徳島に住む外国人を支援するとは~」

日本語研修コース

…２。｡‘

４月８日にスタートしたこのコースは､月曜日から金曜日まで毎日約4時間、

日本語を集中して学びます｡学習目標は日本語で日常生活ができるよう

になることです｡教室内の授業以外に､書道､華道､茶道といった日本文化

の体験学習と､学外では小学校･公民館訪問､ホームビジット(藍住町)･ホ

ームステイ(美馬市)を行います｡小学校では､子供たちを前にそれぞれの

国や故郷の紹介スピーチをし､公民館では地域の人たちと料理の交流を

します｡そして８月７日の修了式において､最終課題の約5分間のスピーチ

を披露する予定です。

2008年度徳島大学大学開放実践センター公開講座として､これまで留学生支援に携わったことが無い方､国際交

流に興味があってこれから実践したいと考えている方を対象に｢国際交流ボランティア入門～徳島に住む外国人

を支援するとは～｣を５月１７日から開講しています。

この公開講座は留学生センター教員全員によるオムニバス形式の授業で､オリエンテーション､現代留学生事情

(金)､文化･自己･コミュニケーション(坂田)､異文化とコミュニケーション(三隅)、日本語教育と異文化理解(大

石)､異文化体験～留学生との交流を通じて～(全員)などの内容で講義を行っています。

ｂｑ

(アカデミック・ジャパニーズ２）

(プレゼンテーションの方法を学ぶ）

(ビア･ラーニングを通して小論文を書く）

（時事日本語）

（徳島の地理と社会）

(徳島を知ろう一吉野川を通して）

（教材研究）

（教育実習）

日本語１

日本語３

日本語５

日本語７

日本事情Ｉ

日本事情Ⅲ

日本語教育方法論Ｉ

日本語２

日本語４

日本語６

日本語８

日本事情Ⅱ

日本事情Ⅳ

日本語教育方法論Ⅱ

日本語教育演習

(アカデミック・ジャパニーズ１）

（大学の講義を聴く）

(日本語の文体を知る－｢話す｣から｢書く｣へ）

（ジエングー論）

(徳島大学と日本地理）

（日本社会事情）

(第二言語習得と日本語学習者）

２００８年前期

1全学共通教育｡総合科学部（日本語教師のための科目）

２００８年後期
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長期留学可
堅（大雪院）』

、
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６１．本学派遣１．本学 留学制度の棚要 _堅一』

現在､本学で展開している派遣留学制度は､大きく分けると､①短期語学研修､②短期専門研修､③交換留学､④研究留学、

⑤ダブルデイグリー(DD)留学､⑥長期留学､の6種類に分けることができます。

１

大
学
院
対
象

「

７
ｋ

、
‐
ｌ
ノ

１
１

留学
大学院）

同，

…３．．．

(工学大
一一

隼字や霊

本学の

留学制度

●派退時期本人の希望および受入先の学年歴による

●派遥先本学交流協定校

●質用欧米圏:年間約150万程度､アジア園:約70万程度

●奨学金あり(学内奨学金､短期留学推進制度）

●定貝若干名

、募集締切１１月下旬(常三島国際課にて受付）

【－交換留学鐸部so4年）
１
Ｊ
、
‐
４

学
部
対
象

ｒ
ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

短期専門研修(学部2雪3年）

ｒ

Ｌ

Ｉ

、
４短期語学研修(学部1.2"3年）

●派迩時期本人の希望および受入先の学年歴による

●派辿先本学交流協定校

＠頁用欧米園:年間約150万程度､アジア回:約70万程度

●奨学金あり(学内奨学金､短期留学推進制度）

、定貝若干名

●募集締切１１月下旬(常三島国際課にて受付）

《

3．

■短期専門研修に関する相談

各担当学部(教務係および担当教員)に直接相談してください。

ロダブルディグリー留学に関する相談
国際教育連携開発センター088-656-7643

私

１Ｉ

【

■短期語学研修､交換･研究留学､長期留学に関する相談
留学生センター(派遣担当）坂田浩
留学生センター(日亜会館2Ｆ）
088-656-7199

kobayasi＠isc･tokushima-uac.｣ｐ
総合科学部1号館南棟3Ｆ

＠派遣時期３月下旬(約7日間程度）

⑨派遮先朝鮮大学校歯科大学

、賢用約15万程度

・奨学金未定

●定貝例年１０名程度

●募集締切未定

●派追時期本人の希望および受入先の学年歴による

、派逓先本学交流協定枝(交流協定校以外でも可）

●質用授業料､渡航費､生活費は下記奨学金で対応

ｅ奨学金あり(文科省長期留学支援制度）

、定貝若干名(修士･博士課程への進学予定者のみ）

●募築締切１０月中を予定

⑥長期留学文科省｢長期派遣留学支援｣制度に基づく留学

①短期膳学研修語学力UPを目的とした研修 ③交換留学派遣先での｢通常授業の履修｣を目的とした留学

⑤派遣時期８月中旬～９月下旬(夏季研修)、

２月中旬～３月下旬(春季研修）

●派遣先夏季研修:アメリカ南イリノイ州立大学､中国復旦大学

春季研修:ニュージーランドオークランド大学

⑱質用中国(約20万円)､アメリカ･NZ(約40～55万円）

、奨学金あり(学生後援会から3万円の補助）

⑭定貝なし(大学院生の応募可）

、募集締切夏季研修:2008年６月６日（金）

春季研修:2008年11月１２日(水)予定

Ｆ
Ｌ 相談窓口

【医学部サマー･リサーチプログラム】

●派遣時期５月下旬～７月中旬

●派造先アメリカテキサス大学ヒューストン校

色費用約50～60万程度

、奨学金あり(医学部から50万円以下の補助）

●定貝１～2名(医学部学生のみ）

、募集締切１１月下旬

K医学部(保健学科）アメリカ短期研修プログラム】ｉ

●派巡時期３月中旬(8日間～10日間）

・派遥先アメリカフロリダ･了トランティック大学､ﾃｷｻｽ大学ヒューストン枝

、賢用約25万程度

・奨学金未定

●定貝４～5名

、募築締切１２月中旬

【歯学部テキサス大掌短期研修プログラム】

●派遣時期３月下旬(約7日間）

、派逓先アメリカテキサス大学ヒューストン校

●斑用約25万程度

●奨学金未定

●定員若干名

、募築締切未定

【歯学部朝鮮大学校歯科大学研催プログラム】

④研究留学派遣先への｢研究｣を目的とした留学

「

グ

１

②短期専門研修専門的知識･技能のUPを目的とした研修

④派遥時期本人の希望および受入先の学年歴による

⑨派遣先本学交流協定校(DDプログラムに参加している大学に限る）

＠礎用欧米図:年間約150万程度､アジア圏:約70万程度

●奨学金あり(学内奨学金､短期留学推進制度）

●定貝若干名

●募集締切未定(国際教育連携開発センターに照会）

「 １⑤ＤＤ留学本学ダブルディグリー制度に基づく留学
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学生サポーター。地域サポーター

留学生センターでは日本語教育を支援する徳島大学の日本人学生と徳島に住む

地域の皆さんからなる｢サポーター制度｣があります。

新入生を迎えて､５月７日に｢学生サポーター説明会｣を実施しました。

現在は､学生サポーター33名､地域サポーター50名が登録しています｡サポーター

は､留学生センターが行っている｢日本語研修コース｣｢全学日本語コース｣｢共通

教育の日本語･日本事情』で､動詞等の変換練習･会話の相手､習った日本語を使っ

ての活動の相手をはじめ様々な形のサポートを担当教員の下で行います｡またセ

ンター主催の交流会や催事の支援も行います。

△５月７日に常三島キャンパスで行われた説明会

リ武漢訪問プロジェクト～中国で学生交流をしよう！～
2009年３月末から約1週間､本学学生10名の武漢大学及び上海東華大学訪問研修を

予定しています｡武漢大学は本学と協定枝の関係にあり､2005年３月には徳島から

武漢へ､昨年2007年には9名の学生が武漢より徳島大学へといった交流活動を行っ

てきました｡今年の訪問においても､学生同士の日本語と中国語による交流会を企

画しています｡これまでの参加者からは単なる旅行とは違った｢対話による異文化

への気づき｣が最高の収穫であったという声もありました｡６月中に参加者を募集し、

旅行及び交流会の準備活動を開始します。

il留学説明会

Ｆ蟹I唾ﾖ壁i馬ラ亜璽万ｙＷＺＥさ~砿E苫磐睡
一一一一一一画

２，０Ｆ・・:

４月22日(火)蔵本留学生支援室､24日(木)･25日(金)常三島共通教育4号館において全学留学説明会を実施しました｡合
計､30名以上の学生が参加し､本学の留学制度や留学体験(工学部大学院生常見君)に真剣に耳を傾けていました｡留学
に対する｢熱い思い｣を知ることができた気がしました。

最後のページの行事予定表に各種留学説明会の予定を記載しています。

リ国際交流サロン
｢日本語で話そう｣が季節の行事や徳島の催事を盛り込んで､留学生と日本人が共に学び

協力し合う場に変わって3年目になりました｡留学生センターが徳島大学開放実践セン

ターで行っている公開講座卒業生の有志からなるボランティアグループ｢JSS(Japanese

SpeakingSalon)｣と共に企画､運営をしています｡毎回前半は､その時々 のテーマで留学生・

日本人が一緒に学び､後半は､1対1になって日本語で交流をします｡留学生にとっては日

本で生活をするうえでの人的ネットワーク作りの一助にもなります｡今年度も５月から

来年３月まで､色々な企画を立てています｡夏までの内容は次のようになっています。

唖５月１０日(土)10:30～12:００「日本語でしゃべらんで(話そう）一世界の歌を歌いましよう」(終了）

か３２名の参加で､マレーシア､韓国､中国､モンゴル､日本の歌を歌いました｡(上の写真）

唾｣６月１４日(土)10:30～12:００「日本語でしゃべらんで(話そう)一各自のテーマでフリートーク｣(終了）

＞３２名参加

L‘』７月26日(±)10:30～12:００「日本語でしゃべらんで(話そう)一阿波踊りを一緒に踊ろう」

iI中国四川大地震への救援募金活動
中国四川省で５月12日午後2時半ごろ､マグニチュード7.8の地震が発生し､多大の被害を受けまし

た｡本学には四川省出身者十数人と協定校である四川大学出身者数人の留学生が在籍しています。

地震直後には実家と連絡が取れなく､心配していた留学生が数人いましたが､同日の深夜から翌

日の早朝にかけて全員が実家と連絡が取れ､幸いに留学生家族には大きな被害は受けてないと

の安否確認ができました。

地震被災地への救援のため､中国出身の留学生が中心に徳島駅前と学内で募金活動を行いました。

５月18日に駅前で留学生(35人)と徳島県日中友好協会(十数人)が共同で募金活動を行い､約37万

円の義援金と｢頑張ってください｣などの励ましのことばを頂きました｡また､学内には募金箱を

設置し､募金を呼びかけています｡義援金は中国駐大阪総領事館を通じて被害地へ送る予定です。

･･･４．．，

(》

〈



国蒋や民族などの異なる人々が､お互いの文化的な迷いを理解し､認め

あいながら地域社会の一員として共に生きていけるような､まちづくりを行

うために､徳脇蝋では｢とくしま国際ﾌﾚﾝドｼｯﾌ゚ 悲索｣を制定しました。

鰯 庵留学生センターニュース2００８．６．－１ Ｎｏ．１１

』

ば国際プロジェ

県政便り「アワー徳島｣に､留学生センター三隅友子教授が参加し制定した

｢とくしま国際フレンドシップ憲章｣の記事が掲載されました。

昨年に続き､本年平成20年度も

中島記念国際交流財団の助成を

得られたこのプロジェクトは、

留学生センターと地域(美馬市)が、

協力して実施しています｡昨年

度は､徳島大学から留学生を派

遣し､小学校訪問とホームステ

イ(７月）武漢大学生が国民文化

祭ボランティアとして参加する

活動(11月)､そして１月27日には、

脇町劇場オデオン座にて留学生

6名と地域住民33名参加による

劇｢どんぐりと山猫(宮沢賢治作)」

を上演することができました。

約150名の観客からは､暖かい拍

手と声援が得られました｡今年は、

異文化理解教育に力を入れ､美

馬市内の小中学校との連携により、

異文化理解のための学習活動を

行う予定です｡さらに１１月には

再びオデオン座にて､小学生対

象にドイツ人のウベワルターさ

んの謡と尺八による異文化理解

ワークショップの開催を予定し

ています｡このイベントには､徳

島大学から日本人学生と留学生

が運営スタッフとして参加します。

細卿砺ii髄ｮＩv地域社会の一員として
⑨まずは､笑顔で｢こんにちIijJの一声をかけてみましょう。日本における外国人登録者数は､年々 地加していま
③お互いの国の搬子や習似など関心のあることをす｡徳間においても､2006年末現在で5,354人となって
尋ねてみましょうと おり､10年前と比べると約2.7倍に達しています｡徳脚で

②お互いの文化や習慨などについて､伝えあいましよう。も少子商齢化が進んでおり､外国人の労働力は､産業や
ｅさまざま蓉交流や活勘の場力Yあることを知りましょう。』地域活性化のためにも必要となってきています。
b堅

皇国際化が進む今､外国人住民への支援を総合的に

行うとともに､地域社会の一員として共に生営ていくため

ふ他動猫うの卿喫が｢とくし讃国際ﾌﾚﾝドｼｯブ識章｣です｡｢多文化
交流の喝などへ参加しましょう。共生のまちづくり｣と｢国際社会に対応した現境づくり｣と

自治会などの地逓社会活助へ参加しましょう。 いう2つの韮本目標に向かって､さまざまな活動を行って

共通する趣味などを通じて､交流する機会をつくりましょう。い営ます。

お互いに思いやり､困っていることや悩んでいることをＦまず低お互い篭理解する間き相駿しあいましょう。

みんなが安心して馨らすためにも､今まで以上にお

認跡沸ﾗー ‘ーいを職…とが…が徳島の人錯憾"トマ国人との交流に対して､まだまだ高い壁があるようで

潟:::鯛駕鍾繍尋｜産噸…………。
そんな時に意雛してほしいのが｢知りあおう｣｢ふれあお

＠生活上の様々なﾙーﾙを碗配し､ともに守り表しょう。う｣｢罷めあおう｣という3つの合言葉です｡たとえば｢こん

:黒鯛j蹴驚繍撫'鰯繊雛鰹鱒難繍ミ
ー．つながります。

▲県政便りアワー徳島平成20年４月号No.289より

どんぐりと山と 猫

今
に
よ
る

鋳
蕊
憧
鍾
総
術
§

動画がウェッブサイトに掲載されています。

…５…

〔httpWaI℃hive・ictPtokushimajpﾉpiumi/】
〆

訪

国際フレンドシフレン●■｡■■■●●■■●■■a ●■●■ａ■●●■■■■■■

転載

異文化から学ぶこと．
また､いろいろな交流の甥に参加することで､文化の異

細蝋識瀧ｉｉ
⑨まずは､笑顔で｢こんにちIijJの一声をかけてみましょう。

○お互いの国の搬子や習似など-関心のあることを

尋ねてみましょうと

②お互いの文化や習慨などについて､伝えあいましょう。

eさまざまな交流ji目i活動の場力Yあることを知りましょう。。

おもてなしの心で世界の人びとと

徳島大学詞学センター教授

Gehrtz三隅友子

3つの合言葉

Fｒｉｅｎｄｓｈｉｐ
Ｃｈａｒｔｅｒ

私も外国で藤らしていたことがありますが､最初は本当

に心細く感じました｡徳島で聯らす外国人たちも､同じよう
な気持ちでしょう。

この悲章には｢おもてなしの心で世界の人びとと｣とい

うキャッチフレーズがあります｡徳喝独特の文化である｢お

もてなし｣の精神を発押すれば､外国人へのサポートもず

いぶん楽しくなるのではないでしょうか。

しかし｢おもてなし｣はあくまで簸初の営っかけであって、

そこから､さまざまな付き合い方や考え方が生まれてくるは

ずです｡それを育て､徳濁独自の多文化共生のあり方を

考えていくのが､まさにこの惣蹴の役制だと思います。

憲章登みんなで育てよう！

なる人々 と気軽にふれあってほしいと思います｡その際、

何か一つのテーマに対してみんなで取りくむことで､より

理解が深まるはずです。

「異文化｣というと｢外国｣を指しているようですが､世

代間の異文化もあれば男女間､職業､地域などの異文

化もあります｡それぞれの異文化を理解することは､自分

の視野を広げることはもちろん､自身の再発見にもつなが

ります｡外国人との異文化交流だけが､特別なことではな

いのです。

徳島だからこそできる

多文化共生のあり方を

みんなで育てていきたい

一
．
／
勘

みんなで進める地域からの国際化
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漬 口肇子
先端技術科学教育部環境創生工学専攻化学機能創生コース博士前期2年

…６…

私は､2007年８月から2008年２月まで､アメリカ･フロリダ州

のFloridaAtlanticUniversityへ研究留学をしました｡アメリ

カの大学で研究したいという以前からの夢があったことか

ら､専門分野の研究が主な目的でしたが､その他にもアメリ

カ人の学生を初め､様々な国からの留学生､またはホームス

テイ先の家族と交流を持つことができました。

FloridaAtlanticUniversityは非常に大きな大学で､私はBoca

Ratonという町にあるキャンパスに､毎日ホームステイ先か

ら自転車で通っていました｡自転車ですぐのところに大西

洋があり､一年中暖かい気候のおかげで､冬の時期でも海で

泳いだり､マリンスポーツを楽しんだりしている人がたく

さんいました｡また､昔から日本からの移民がたくさんいた

事から､日本文化を紹介する大きな博物館があるなど､人々

の日本文化への理解が深い場所でした。

研究面では､FAUの環境科学の研究室に所属し､埋め立てゴ

ミからの汚水の浄化方法を研究していました｡試薬で作っ

た擬似廃液でなく､本物の汚水を使った実験ができる事が、

出発前の－番の楽しみでした｡その期待通り､新しい発見も

でき､研究を大きく発展させることができました。

また､一週間ほど､サンプリングの為の遠征で､フロリダ中

部のほとんど人が住んでいない地域を回って水や砂サンブ

ルを集めて回ったこともありました｡その時､午前4時頃に

湖畔でサンプリングをしていた時､ふと空を見上げると､周

りにまったく光が無い地域のせいか､見た事のない満天の

星が空全体に広がっていました｡その光景は､今でも目に焼

きついています。

留学中には､アメリカ人､ジャマイカ人やエジプト人等､様々

な出身･文化の人たちと親しくさせていただきました｡その

中で､将来､どんな就職をしたいかや､それぞれの国の治安、

医療事情などについて話し合った事は､現在私が将来を考

える上でとても重要な軸になりました。

出発前は､計画した研究を終えて帰国できるか少し心配で

したが､あの時一歩

踏み出して､留学を

実現させて､本当に

良かったと思って

います｡これからも

ここで学んだ事を

活かして挑戦し続

けていきたいと思

います。

（

』Ｉ

二
’

一
一

私は2007年２月から2008年の２月のおよそ1年､大学の学術交

流協定制度を利用して､アメリカのフロリダアトランティッ

ク大学に留学しました｡大学の学部時に1年間休学をしてカナ

ダに私費留学をして､英語および文化の違いにすでに触れて

いたのでアメリカに決まった時も不安はありませんでした。

フロリダアトランティック大学はフロリダ州都タラハシーか

ら車で6時間南､マイアミから1時間北に行ったところにある

総合大学で､私は日本では専攻が機械工学でありましたが､civ・

ilengineering学科に所属して､修士論文のための研究を行って

いました｡海洋環境下での竹の耐久性および腐食の影響の調

査が私の研究テーマ､南米では竹は強度面から建築の材料や、

見栄えから家具などにも使用されていました｡そのため､大学

でも竹を利用した橋の開発などの研究もされていました。

私生活では日本で経験しなかったことを体験してみようと、

大学のテコンドー部に入部し､帰国前には主将兼組織運営を

任されました｡担当教授からＴＡ(TeachingAssistant)の職を与

えてもらえ､教授､授業の補助や学部生の実験､宿題の補助も

経験しました｡自分が間違っていないのなら､相手に合わすの

でなく、はっきり主張する､自己主張の強さにはじめはとても

戸惑いましたが､それは私にとって大きな刺激になりました。

アメリカは様々な国から人々が移住しており､アメリカ人だ

けでなく、コロンビア､ブラジル､インド､ギリシャといろいろ

な人と友達になることができました｡そのため､日本でうまく

いっていたことが､すべてうまくいくということはほぼ0に近

いものでした｡しかしながら､自分で今できることを１つ１つ確

実に行っていくことを心がけました｡英語､文化の違い､生活

環境の違いから､落ち込むこともありましたが､常に｢それぞ

れ皆､社会的背景が違うので､うまくいくことはない｡今でき

ることを確実に行う｡」ということを持ち続けていました｡多

くの人々は｢留学｣と聞き､かっこいい､'憧れという感じがする

ということをよく聞きます｡しかしながら､私が思うに留学は

楽しいこともありますが､多くは辛いことが多いです｡その辛

さをどのようにしたら楽しさに変えられるのかは自分自身に

あると思います｡私自身､私費留学での1年､そしてアメリカ留

常見徹
先端技術科学教育部知的力学システムエ学専攻博士前期2年

i』聯

学での１年の経験を

通して広い目で見る

価値観と自信を得る

ことができ､今後､常

に何事にも挑戦して、

向上心を持ち続け、

グローバルなエンジ

ニアを目指していき

たいと患います。
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橋本智准教授(日本語教育担当）
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徳
島
大
、
学
外
参
加
○
Ｋ

徳
島
大
常
三
島
キ
ャ
ン
パ
ス

（
徳
島
市
南
常
三
島
町
１
丁
目
）

で
行
わ
れ
て
い
る
自
主
英
会
話
講

座
「
Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｌ
工
Ｓ
Ｈ
Ｃ
Ｈ
Ａ

ｍ
Ｒ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
」
が
、
今
年
度
も

始
ま
っ
た
。
同
大
学
留
学
生
セ
ン

タ
ー
の
坂
田
浩
准
教
授
（
狸
）
は

「
開
講
回
数
が
週
２
回
に
増
え
、

英
語
で
の
お
し
ゃ
べ
り
の
湯
と
し

て
定
着
し
て
き
た
」
と
話
す
。

焔
日
の
講
座
に
は
、
中
国
や
ベ

ト
ナ
ム
な
ど
か
ら
来
た
留
学
生
や

日
本
人
学
生
約
姐
人
が
参
加
。
小

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
約
１
時
間

半
、
春
休
み
の
過
ご
し
方
や
今
学

期
の
目
標
に
つ
い
て
会
話
を
楽
し

ん
だ
Ⅱ
写
真
。
同
大
学
総
合
科
学

部
３
年
の
松
浦
省
子
さ
ん
（
釦
）
は

「
講
座
に
参
加
し
て
い
・
る
お
か

英
語
で
し
ゃ
べ
る

自
主
講
座
が
人
気

…７．．‘

げ
で
、
海
外
で
も
度
胸
が
つ
い

た
」
・
米
国
出
身
の
留
学
生
ビ
ク

ト
リ
ア
・
ブ
ロ
イ
ヤ
ー
さ
ん
（
則
）

も
「
日
本
の
友
達
を
つ
く
る
い
い

、
機
会
」
と
喜
ん
で
い
た
。

学
外
の
人
で
も
参
加
可
。
毎
週

火
、
木
曜
の
午
後
６
時
か
ら
常
三

島
キ
ャ
ン
パ
ス
生
協
食
堂
２
階
で

開
講
。
無
料
。
問
い
合
わ
せ
は
坂

田
准
教
授
（
０
８
８
．
６
５
６
．

７
１
９
９
）
。

これまで日本やアメリカで日本語のクラ

スを担当し､いろいろな国や文化からきた

人に会うことができました｡日本語を教え
る仕事をしていますが､学生の皆さんから

学ぶこともたくさんあります｡徳島大学で

新たな出会いがあることをとても楽しみ
にしています。

－
１

△朝日新聞徳島版2008年(平成20年)４月22Ｅ

平成２０年４月１日付けで研究国際部長に就

任しました｡以前は鹿児島大学で3年間、

同様の仕事を行っていました。

徳島大学における留学生施策の充実や留

学生センターの発展に努めてまいりたい

と思いますので､よろしくお雇いします。

紹介

塁。

吉良知哲

佐藤亜樹国際交流係員

今年５月より、国際課国際交流係でお世話

になっております。

徳島県には４月に引っ越してきたばかり

なので､これからこの徳島大学で地元の魅

力をたくさん見つけていきたいと思って

おります。
宜しくお願いいたします。

大坪富一国際課課長補佐

本年４月から担当することになりました。

留学生関係の業務は初めてで戸惑ってお

りますが､よろしくお願い致します。

日本語以外ほとんど話せませんが､少しで

も留学生の皆様のお手伝いが出来ればと

思っています。

研究国際部長

Ｉ

今年から日亜会館の事務室で働いており

ます｡宿舎の留学生の皆さんと接する機会

が多いので､交流を深めて語学や異文化も

勉強していきたいです｡よろしくお願いし

ます。

佐藤陽子国際交流係員岡崎房述国際課長

春､雪の残る鳥取から赴任して参りました。

国際化ポリシー"世界に開かれた~ｎ－ＩＥＵＮＩ‐

VERSlr｢YOFTOKUSHlMA”の実現を目指

して頑張ります｡皆様のお力添えとご指導

をよろしくお願いいたします｡"何でもや

ってみよう"が信条です｡夏､“世界の阿波
踊り"を楽しみにしています
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１

月
月
７
８

日本語研修コース開講式（１１日）

新入留学生ガイダンス（１７日:新蔵､１８日:常三島）

日本人学生対象留学説明会（22日:蔵本､24日，25日:常三島）

英語チャットルーム（前期）開始（１５日）

学生サポーター説明会（７日）

国際交流ｻﾛﾝ｢日本語でしゃべらんで-世界の歌を歌おう」（9日）

全学日本語コース開始（１２日）

アジア人財コース開始（２２日）

夏季短期語学研修説明会(１３日:蔵本､１５日･１６日:常三島）

国際ボランティア入門講座開始（１７日）

新入留学生フォローアツプガイダンス

国際交流サロン「日本語でしゃべらんで一友達になろう」（14日）

日本語研修コースホームビジット（１４日）

外国人学生のための進学説明会（東京２９日、大阪７月６日）

外国人による日本語弁論大会

日本語研修コース研修旅行（１７～１９日）

全学日本語コース終了（１８日）

国際交流サロン「日本語でしゃべらんで一阿波踊り」（26日）

日本人学生対象留学説明会（１７日･１８日:常三島22日:蔵本）

英語チヤツトルーム（前期）終了（２４日）

夏期休業（１～３１日）

日本語（春期）研修コース終了式（７日）

徳島文化体験交流会（阿波踊り）

夏季短期語学研修(中国)開始(2日出発～８月２８日帰国予定）

夏季短期語学研修(アメリカ)開始(15日出発～９月28日帰国予定）

県職員のための｢国際化講座｣(徳島県自治研修センターとの共催）

伊方原子力発電所見学旅行

４１房 ９１月 日本文化体験交流会

国際交流サロン｢日本語でしゃべらんで一友達になろう」

徳島大学インターナショナルセンター（仮称）設置

日本語（秋期）研修コース開講式

全学日本語コース開始

地域との交流会

国際交流サロン「日本語でしゃべらんで一書道」

英語チヤットルーム（後期）開始（７日）

日本人学生対象留学説明会(21日:蔵本､23日･24日:常三島）

国際交流サロン｢日本語でしゃべらんで一留学生の国への誘い」

日本留学フェア（ベトナム）

多文化体験交流会（1～３日大学祭）

徳島地域留学生交流推進協議会運営委員会

ホームステイ

春季短期語学研修(NZ)説明会(４日:蔵本､６日･７日:常三島）

短期留学推進制度・学内留学用奨学金締切

国際交流サロン「日本語でしゃべらんで一茶道」

国際交流サロン「日本語でしゃべらんで一世界の料理」

日本語研修コース終了式

全学日本語コース終了

国際交流サロン｢日本語でしゃべらんで一着物を着よう」

春季短期語学研修(NZ)開始(21日出国～３月29日帰国予定）

英語チャットルーム（後期）終了（３日）

徳島地域留学生交流推進協議会

外国人留学生交流懇談会（学長主催）

国際交流サロン「日本語でしゃべらんで一難飾り」

1０月

５月
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馬

センター長国際課長

細井和雄教授/学長補佐hosoi＠dent､tokushima-u,acjp
Tbl:088-633-7323課長補佐

日本語教育部門

Gehrtz三隅友子教授misumi＠isc､tokushima-u､acjp国際交流係長
(副センター長）ＴｂI/Fax:088-656-7120(内6214）

大石率子教授oishi＠isc・tokushima-u､acjp 国際交流係員

-,91/Fax:088-656-9875(内6212）

橋本智准教授hashimoto＠isc・tokushima-uac・jp
T1gI/Fax:088-656-9872(内6213）

留学生派遣･受け入れ部門

坂田浩准教授kobayasi＠isc,tokushima-u､acjp
Tbl/Fax:088-656-7199(内6211）

相談･指導部門

金成海教授ｋin＠isc・tokushima-u,acjp

T1el/Fax:088-656-7543(内6215）国際交流会館
（北島）

留学生支援室

（蔵本地区）

７１房

明
月
１
１

、

）
し

吉良知哲

kenkyubuchou＠jim､tokushima.u,acjp／・IbI:088-656.9809

岡崎房述

kokusaikachou＠jim,tokushima-u､acjp／Tbl:088.656-7634(内6223）
大坪富一

ryugakus＠jim・tokushima．u,ac.』p／Tbl:088.656-7079(内7079）
原雄三

ryugakkc＠jim,tokushima-u.ac・jp/TbI:088.656-7491(内6220）
青山由美

『yu9akuk＠jim・tokushima-uacjp/TbI:088-656-9950(内7183）
古城浩子

kokusaikoryu＠jim､tokushima-u､acjp／､IもI:(内6220）
佐藤陽子

kokusaikoryu＠jim・tokushima-uac・jp/TEI:(内6221）
尾崎綾

ryugakuk＠jim､tokushima-u,acjp/Tもl:(内7182）
佐藤亜樹

aksato＠jim､tokushima-u､acjp／Ｔｄ:(内9951）
佐藤浩子

kaikan＠ｍb､infoeddynejp
Tel:088-698-.1244

米田典代

ryugaku＠isc､tokushima-u､acjp
TbI/Fax:088-633.7398(内7398）

事務局

研究国際部長員一）留学生センター教

））騨鋤ﾝター捌鼠鞭繕粥

‘２月

３月


